
平
安
時
代
以
来
、
越
中
立
山
は
信
仰
・
修
験
の
山
と
し
て
開
か

れ
、
白
山
、
富
士
山
と
と
も
に
、
三
山
禅
定
の
山
と
し
て
多
く
の

人
び
と
を
惹
き
つ
け
て
い
た
。
ま
た
、
立
山
地
獄
の
説
話
言
今
昔

物
語
集
」
）
や
十
辺
舎
一
九
の
戯
作
弓
越
中
楯
山
幽
霊
邑
讐
討
』
）
な

ど
の
文
芸
作
品
の
舞
台
と
し
て
も
取
上
げ
ら
れ
て
来
た
が
、
時
代

の
流
れ
と
と
も
に
自
然
科
学
的
な
関
心
も
集
め
る
よ
う
に
な
っ

た
。

本
邦
の
本
草
学
は
緩
や
か
に
進
歩
し
た
中
世
を
経
て
、
近
世
に

は
従
来
の
大
陸
か
ら
の
影
響
に
加
え
て
、
西
欧
の
博
物
学
を
受
容

し
て
、
一
段
と
そ
の
速
度
を
速
め
、
同
時
に
多
数
の
本
草
家
を
輩

出
し
た
。
彼
ら
は
身
近
近
在
の
山
野
を
手
始
め
に
、
次
第
に
非
日

常
的
な
自
然
界
、
す
な
わ
ち
、
水
棲
の
魚
介
・
藻
類
や
、
遠
隔
辞

地
の
植
生
へ
と
視
野
を
拡
げ
、
踏
査
の
足
を
伸
し
た
。

37

江
戸
期
本
草
家
の
北
陸
へ
の
関
心
Ｈ

山
本
渓
山
の
能
登
半
島
・
立
山
採
薬
紀
行

正
橋
剛
二

北
陸
の
自
然
は
畿
内
中
心
に
関
西
系
の
本
草
家
に
よ
っ
て
探
索

さ
れ
、
記
録
に
も
残
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
一
部
、
記
録
と
し
て

残
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
、
ま
た
、
残
さ
れ
た
も
の
の
す
で
に
記
録

の
所
在
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
も
の
な
ど
あ
る
が
、
列
挙
し
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
か
と
思
う
。

①
稲
若
水
ｌ
『
金
沢
草
木
録
」
（
元
禄
七
年
）

の
野
呂
元
丈
ｌ
『
北
陸
方
物
」
（
不
詳
）

③
山
本
亡
羊
ｌ
「
亡
羊
先
生
入
越
紀
行
』
（
不
詳
）

側
畔
田
翠
山
ｌ
「
白
山
草
木
志
」
（
文
政
五
年
）

ｌ
「
立
山
草
木
志
』
－

１
『
北
陸
卉
牒
」
一
（
文
政
年
間
か
）

⑤
前
田
利
保
ｌ
『
本
草
通
串
」

ｌ
「
草
木
通
串
証
図
」
｝
（
嘉
永
年
間
）

⑥
山
本
渓
山
ｌ
「
入
越
日
記
』
（
嘉
永
四
年
）

右
の
う
ち
①
乃
至
③
は
耆
名
が
知
ら
れ
る
の
み
で
、
現
在
そ
の

所
在
は
不
明
で
あ
る
。
所
在
を
御
存
知
の
方
は
ぜ
ひ
御
教
示
を
お

願
い
し
た
い
と
思
う
。
側
の
う
ち
『
白
山
草
木
志
』
お
よ
び
⑤
に

つ
い
て
は
既
に
全
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

未
紹
介
の
う
ち
⑥
『
入
越
日
記
』
に
つ
い
て
今
回
紹
介
を
試
み
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た
い
・山

本
読
書
室
第
九
代
亡
羊
（
一
七
七
八
’
一
八
五
九
）
の
六
男
章

夫
（
一
八
二
七
’
一
九
○
三
、
始
め
渓
山
、
後
改
号
渓
愚
、
同
家
第
十

一
代
）
は
嘉
永
四
年
二
八
五
二
四
月
一
日
よ
り
同
年
九
月
十
七

日
ま
で
北
陸
地
方
の
山
野
へ
採
薬
紀
行
を
し
て
、
こ
の
克
明
な
記

録
を
『
入
越
日
記
」
と
し
て
残
し
た
。
タ
テ
二
七
セ
ン
チ
、
ヨ
コ

一
九
セ
ン
チ
、
墨
付
七
○
丁
が
題
菱
を
付
し
四
ツ
目
と
じ
で
装
頓

さ
れ
て
い
る
。
全
日
数
一
六
四
日
間
で
総
延
長
千
粁
を
越
す
旅
程

は
概
略
次
の
よ
う
で
あ
る
。

四
月
一
日
、
前
年
入
門
し
て
帰
国
す
る
門
人
岡
道
伯
（
越
中
人
）

を
同
道
、
同
砲
、
門
弟
た
ち
に
見
送
ら
れ
て
出
発
し
た
。
瀬
田
で

岩
鏡
草
を
手
に
し
た
堀
田
龍
之
助
に
会
う
。
北
国
街
道
を
下
り
、

福
井
、
吉
崎
を
経
て
大
聖
寺
二
泊
、
一
○
日
金
沢
の
岡
嶋
家
（
明
人
）

に
入
る
。
一
八
日
ま
で
滞
在
し
て
市
内
各
地
を
見
物
、
一
九
日
高

岡
日
下
家
に
着
い
た
。
同
家
は
祖
父
封
山
の
生
家
で
あ
る
。
八
月

二
五
日
帰
途
に
着
く
ま
で
こ
こ
に
滞
在
す
る
が
、
こ
の
間
、
高
岡

の
医
師
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
一
方
、
津
島
北
渓
に
す
す
め
ら
れ
、

六
月
七
日
よ
り
七
月
一
五
日
ま
で
三
九
日
間
の
能
登
一
周
、
七
月

二
二
日
か
ら
二
八
日
ま
で
七
日
間
、
高
峰
元
桂
と
同
行
し
て
の
立

山
登
山
、
祖
父
封
山
の
撰
文
の
刻
ま
れ
た
布
勢
円
山
の
石
碑
探
訪

の
一
泊
旅
行
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
間
に
記
録
し
た
植
物
・
動
物
・
鉱
物
名
は
二
四
○
種
、
会

っ
た
人
物
名
九
七
人
、
作
っ
た
漢
詩
八
○
編
、
能
登
紀
行
中
に
は

名
所
と
し
て
名
高
い
風
景
画
十
三
枚
が
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い

づ
（
》
Ｏ

原
文
は
す
べ
て
漢
文
（
白
文
）
で
読
み
違
え
た
所
も
あ
る
か
も
知

れ
な
い
が
、
約
一
五
○
年
前
の
高
岡
の
医
師
達
の
交
流
の
状
況
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
当
時
の
風
俗
、
習
慣
、
年
中
行
事
な
ど

の
記
述
は
郷
土
史
的
に
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

立
山
で
の
登
山
道
や
山
小
屋
の
状
態
、
植
生
の
状
況
な
ど
、
現

在
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
著
者
は

三
千
米
級
の
立
山
に
つ
い
て
は
と
く
に
「
奇
花
、
異
草
極
め
て
多

し
」
と
書
き
五
九
種
の
植
物
名
を
記
録
し
て
い
る
。
七
○
丁
に
及

ぶ
長
編
で
あ
る
の
で
発
表
は
立
山
登
山
が
中
心
に
な
る
で
あ
る

シ
っ
Ｏ

（
図
白
雲
会
呉
羽
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

351 (119)


